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1 Ａ

2 Ａ

3 Ａ

4 Ｂ

5 Ａ

6 Ｂ

7 Ｂ

8 Ａ

9 Ｂ

10 C

11 Ａ

12 Ａ

・目指す資質・能力である「自律」「共生」「自立」を育成
している。（教師）
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重点 評価指標

「誇り高く
（自律）、心
しなやかに
（共生）、夢
はぐくむ（自
立）生徒の育
成」を目指す
教育活動の推
進

(1) 一人一人の特性に
応じた生徒の心に寄り
添う生徒指導の充実

(2) 学びを深める主体
的、対話的で深い学び
に向けた授業改善

(3) コミュニティ・ス
クールを基盤としたな
かいずみ学府小中一貫
教育の推進

(4) 保護者、地域への
情報発信と、地域の教
育力を生かした教育活
動の推進

・学校教育目標「誇り高く 心しなやかに 夢はぐくむ生徒の
育成」を意識して教育活動に取り組んでいる。（教師）

「目指す子どもの姿の共通理解」
　分析項目１　教  師　 ９０％
　  　　項目２　教  師　 ９３％
○学校で目指している子どもの姿や教育内容につ
いて、職員間で共通理解を図りながら教育活動に
取り組めている。しかし、コロナ禍で学校の教育
活動を直接目にする機会が減り、学校の様子が見
えにくいと感じている保護者が増えていると感じ
る。
※今後も学校・学年・学級だより、ホームページ
等を有効活用しながら、学校の教育活動の情報を
保護者の方や地域の方に広く伝えていきたい。

「生徒の心に寄り添う生徒指導」
　分析項目３　教　 師　 ９１％
　　　　項目４　教　 師　 ８７％
　　　　項目５　生　 徒　 ９２％
　　　　項目６　保護者　 ８７％
○「学校を楽しい」と考えている生徒が９割を超
えており、大多数の生徒にとって学校が安心・安
全な場であることが分かる。
※生徒に寄り添う生徒指導の継続、学府で取り組
んでいるレジリエンスの育成をさらに進めていき
たい。

「学びを深める授業改善」
    分析項目７  教  師   ８５％
　   　   項目８  生  徒   ９３％
　   　   項目９  生　徒   ８９％
○コロナ禍の中ではあったが「主体的・対話的で
深い学び」を意識した授業改善が進みつつある。
※ICT機器の効果的な活用等を通して個に応じた支
援の充実をさらに図っていきたい。
　

「小中一貫教育の推進」
　分析項目１０　  生 　徒　８９％
　　　　　　　　　　  保護者  ７３％
       　　             教 　師　５８％
　　 　  項目１１　  教 　師　９５％
　　　　 項目１２   保護者   ９０％
○小中一貫教育に対する意識は高いが、学府で取
り組んでいる気持ちのよいあいさつには課題が
残った。
※生徒会のあいさつ運動、ＰＴＡあいさつ運動、
学府合同あいさつ運動などを通して気持ちの良い
あいさつをが溢れる学校を目指していきたい。

　一中の学校経営方針は、将来の職場
や社会生活にも通じるものである。生
徒が自ら考え、自ら行動する生徒主体
の教育活動の中でこそやりがいが生ま
れる。社会に出てから後輩からも慕わ
れるリーダーの育成をお願いしたい。
一中が目指す目標を達成するための教
育活動に地域も協力していきたい。

　

　学校が楽しい場であるという結果に
安心したがコロナ禍の中、子どもの負
担増で不登校が増えていないか心配で
ある。不登校を減らすには、子どもど
うし、子どもと教師のつながりの深さ
が大事。地域の問題としても考えてい
かなければならない。「まちなか先
生」など様々な大人と出会い機会をつ
くっていくことに協力したい。

　

　授業を参観して、一中の生徒の一生
懸命さと落ち着きが伝わってきた。
これからも磐周の中心校として誇りを
大切にしてほしい。
　一人一台端末など学習の中でのICT
の活用は大変結構だが、子どもたちの
健康の問題、体験活動の不足などは、
危惧される。
　

　なかいずみ学府の取組として今後も
「あいさつ」の充実をお願いしたい。
「あいさつ」を交わすことは防犯にも
つながる。地域・家庭でも「あいさ
つ」が充実するよう取り組んでいきた
い。

・レジリエンスを高める取組を行うことができた。（教師）

・本校の生徒指導方針を受け、問題を抱える生徒や保護者に
適切に関わろうとしている。（教師）

・「主体的、対話的で深い学び」の実現に向けて授業改善を
進めている。（教師）

・学校では、楽しく生活しています。（生徒・保護者）

・教師は、子どものことについての相談に適切に応じてい
る。（保護者）

・先生は分かりやすく教えてくれる。(生徒)

・学んでいることが自分の力として身についている。(生徒)

・学校は、保護者や地域の方の協力を得て教育活動を進めて
いる。（保護者）

・進んで気持ちの良いあいさつをしている。(生徒、保護者、
教師）

・小中一貫教育を自分事としてとらえ進んで取り組んでい
る。(教師)９５％
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生徒 74.50%

保護者 54.30%

教師 73.20%

生徒 89.90%

保護者 未実施

教師 84.20%

生徒 89.30%

保護者 82.60%

教師 85.20%

生徒 93.80%

保護者 84.10%

教師 100%

生徒 85.20%

保護者 69.20%

教師 68.50%

生徒 95.30%

保護者 92.40%

教師 100%
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評価指標

○温かな言葉遣いに関しては、生徒と比べ保護
者、教師の評価が低い。学校生活において、相手
を傷つける言葉や、接し方が見られた場合、その
場で指導していきたい。
※また、道徳科の授業やレジリエンストレーニン
グ等を通して、思いやりの心や礼儀、公共の精
神、集団生活の充実など、人としての生き方を深
めることを意識できる教育活動を改めて大切にし
ていく必要がある。
○お互いを認め合い協力するに関しては、教師の
100％、生徒の93.8%に対し、保護者の評価が低く
生徒のよさが保護者に十分伝わっていないことが
分かる。
※生徒の良い表われを機を逃さず称揚し、保護者
にも伝えるなど学校と家庭が連携して自己有用感
を高めていきたい。

16 Ａ

C

・授業でじっくり考えたり
表現したりしている。（９
１％）

・相手の気持ちを考えた温
かな言葉遣いをしている。
（９３％）

・お互いを認め合い、助け
合い協力して行動してい
る。（９０％）

・目標に向かって粘り強く
取り組んでいる。（９
２％）

・学校行事や部活動に集中
して取り組んでいる。（９
６％）

○自ら考え、判断し行動する力を育むための「生
徒が進んで聞いたり自分で調べたりする」項目に
ついては、生徒、保護者共に数値目標に達してい
ない。特に、保護者の評価についてはここ数年下
降傾向にある。
※本校の生徒信条の一つに「私は知識を磨くた
め、自主的に学習する生徒になります」とある。
自ら学ぼうとする姿勢は本校が大切にしているも
のであり、授業における学習課題の提示、家庭学
習の在り方等、生徒の意欲を引き出す学習活動に
ついて研修していきたい。また、「授業でじっく
り考えたり表現したりする」項目については、生
徒の評価が数値目標に近づいているため、思考を
深めたり互いに学び合ったりする場面を意図的に
設定していきたい。

Ａ

15 Ｂ

自
律

共
生

・進んで先生に聞いたり自
分で調べたりしている。
（８０％）

重点

自ら考え、判断して行
動する生徒の育成

多様な個性を受容し、
協働して協課題を解決
する生徒の育成

14

夢（こころざし）の実
現に向けて粘り強く取
り組む生徒の育成

学校関係者評価を受けてのまとめ

　コロナ禍の中、なかいずみ学府としての取組や本校の教育活動について保護者・地域住民に十な情報発信ができていない現状もある。今後は、コミュニティ・スク－ルの利点を生かし
保護者、地域住民を学校の教育活動に巻き込むことで信頼関係を深め、学校運営の改善やなかいずみ学府として取り組んでいる「誇り」高く「心」しなやかに「夢」はぐくむ子どもの育
成をさらに推進していきたい。安心安全な学校・学級風土を醸成できるよう、生徒の心に寄り添い、きめ細やかな、あたたかい生徒指導、「確かな学力」が身につく「主体的･対話的で
深い学び」を意識した授業改善は継続してその充実に努めたい。

17 Ｂ

○目標に向けての粘り強い取組については、生徒
と比べ保護者、教師の評価が大幅に低い。授業や
特別活動において目的意識を持ち地道に取り組む
必然性がある活動を意図的に設定することが必要
である。
○コロナ禍ではあったが体育大会と合唱コンクー
ルを昨年度より制約が少ない中で開催することが
でき、生徒の満足度も高かった。
※今後も学級における居場所づくり、絆づくりを
大切にし、生徒が自己有用感を感じられるよう、
認め、励ましていきたい。
○部活動においては、生徒と教師が目標を共有す
ることで、熱心に取り組み、充実感を感じている
生徒が多い。
※今後も、部活動ガイドラインを遵守しながら、
さらに生徒主体の部活動へ改善していきたい。

18

　保護者の数値が低いのは、学校での
子どものがんばりが伝わっていないか
らだと思う。コロナ禍の中で子どもた
ちの活動を実際に見る機会が減ったこ
とも大きな原因ではないか。来年度
は、地域住民や保護者が学校の教育活
動に関わる機会が増えることを願って
いる。

　

　多様な個性を受容し、協働して協課
題を解決する生徒の育成のためには、
学校外での活動や学校外の人々との出
会いも大切となる。「赤ちゃん広
場」、「読み聞かせボランティア」な
ど保護者だけでなく民生児童委員も学
校に協力していきたい。

　

　
　合唱コンクールでは思いをひとつに
すばらしい合唱をつくりあげているこ
とに感動した。コロナ禍の中でも教育
活動を簡単にやめず工夫して続けてい
くことが大切だと思った。合唱に限ら
ず多様性を認める中で集団としてのま
とまりをつくる教育を続けていってほ
しい。私たちにできることがあれば積
極的に声かけをしてほしい。
　部活動の地域移行は、子どもや保護
者の思いを考えると簡単ではない。今
は、学校において部活動ガイドライン
にのっとった部活指導を続けていくこ
とが必要だと思う。全国大会・東海大
会出場など大きな成果をあげてくれて
いる。地域でもバックアップしていき
たい。

Ｂ

自
立


